
○　富山経協　基本理念 ○　2025年度　事業計画

富山経協は、創造的で活力ある企業経営の実現をめざし、地域社会の発展に貢献します。 （活動方針）
１．企業経営の判断をするために参考となる経営課題の調査・広報を行う。 
２．人脈づくりとビジネスにつなげる効果的な会員交流の場を提供する。

○　総務交流委員会規則(抜粋)
（年間統一テーマ）

第1条（名　称） １．調査活動の充実により会員企業に有用な情報を提供すると共に、会員交流事業を推進して会員相互の交流を深める。

　この会は、一般社団法人 富山県経営者協会 総務交流委員会と称する。 ２．他の委員会との協力・連携により委員会活動の活性化を図ると共に、総務交流委員会としての独自性を発揮する。

第2条（目　的）
　(1) 経営判断の参考となるタイムリーで適切な情報提供を行う。 （具体的活動項目）

　(2) 会員ならびに富山県の産業界の発展につながる人脈構築、ビジネスの場づくりを行う。 １．会員への経営者協会全体事業の周知活動の実施

第3条（役　割） 経営者協会の全事業を網羅した「年度事業活動のご案内」を総務交流委員会にて審査承認し、会員企業へ情報提供する。

　(1)  会員相互の連携強化、組織の活性化（地区会員懇談会の実施など相互啓発・交流の促進）
　(2)  各種の見学会・講演会、文化関係行事などの開催 ２．調査活動(定期調査・経営課題調査)の継続実施

　(3)  委員相互の情報交換および交流、会員への情報発信 調査活動をとおして、企業経営に係る情報収集(採用・賃金・経営課題等)を継続して実施し、また、テーマ選定にあたっては、

　(4)  会員ニーズに基づく調査・情報提供、協会の広報・ＰＲ活動 協会活動テーマを基に、他委員会の意見も取り入れて調査を実施し、会員・地域に広報する。

　(5)  前各号のほか、この会の目的達成に必要な事項 調査制度の向上を狙いに、更なる回答率の向上を図る。また、タイムリーな情報提供に努める。

３．会員交流事業の継続開催（ゴルフコンペ、ボウリング大会）

○　2025年度　協会活動テーマ 「会員の交流」を第一に考え、参加したくなる企画、参加しやすい会費設定、また、事業案内方法の工夫などにより
参加者の幅を広げる。

４．企業等見学研修会の開催
役員・委員企業見学会、他委員会との連携による開催

○　2024年度委員会活動・事業の成果と反省 … ▼問題点、今後の課題など

１．会員への経営者協会全体事業の周知活動の実施
・「年度事業活動のご案内」2025年度版を12月に発送。

２．調査活動(定期調査・経営課題調査)の継続実施
・定期調査・経営課題調査いずれも、会員、地域社会に対して有用な情報発進ができている。
・定期調査は、タイムリーに集計結果を公表し、回答数はほぼ前年並み。
・経営課題調査は、1回目「人的資本経営・デジタル技術活用（DX）」で2回目「生成ＡＩの活用」をテーマとして実施。

３．会員交流事業の継続開催（ゴルフコンペ、ボウリング大会）
・ゴルフコンペは23名参加。（前年度22名）
・ボウリング大会は26チーム参加。（前年度27チーム）　

４．企業見学研修会の開催

・総務交流委員会主催による企業見学研修会を2024年10月に「一般財団法人北陸電気保安協会本部ビル」にて実施 9名参加。

○　2025年度　年間スケジュール

・定例委員会 ・定例委員会

・定期調査 ・新入社員意識調査 ・新春ｱﾝｹｰﾄ調査 ・新卒者の採用に

・緊急調査他 　中間集計公表

・経営課題調査 ・経営課題調査

　中間集計公表 (ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ編)

・ゴルフコンペ
・ボウリング大会
・企業等見学研修会

「 人的資本経営による人と組織の活性化 」

・ボウリング大会

[9/27]

行
事

・初任給調査 ・経営課題調査公表 　関する調査　

９月 １０月 １１月

・経営課題調査公表

８月

２０２５年度  総務交流委員会事業計画書

・定例委員会

2025年4月1日

・賃金改定状況調査・新入社員意識調査

・夏季賞与調査 ・会員企業名簿発行

・冬季賞与調査

・夏季賞与中間公表

４月 ５月 ６月

・定例委員会

３月１月 ２月７月 １２月

・冬季賞与調査公表

・企業見学会

・年度版報告書作成

会
議
等

調
査
活
動
他

・賃金改定調査 ・賃金改定調査

最終集計公表

・新春ｱﾝｹｰﾄ公表・冬季賞与調査

[11/13]

・ゴルフコンペ

　(呉羽カントリー)

　第2回目　(ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ編)　第1回目

・新卒採用調査公表

・新入社員意識調査公表

・夏季賞与最終公表

・初任給調査公表

＜参考：2024年度計画＞

（具体的活動項目）
１．会員への経営者協会全体事業の周知活動の実施
　　そのためにも調査に関しては回答率向上を図る。

２．調査活動(定期調査・経営課題調査)の継続実施
調査活動をとおして、企業経営に係る情報収集(採用・賃金・経営課題等)を継続して実施し、また、テーマ選定にあたっては、
協会テーマを基に、他委員会の意見も取り入れて調査を実施し、会員・地域に広報する。
調査制度の向上を狙いに、更なる回答率の向上を図る。また、タイムリーな情報提供に努める。

３．会員交流事業の継続開催（ゴルフコンペ、ボウリング大会）
「会員の交流」を第一に考え、参加したくなる企画、参加しやすい会費設定、また、事業案内方法の工夫などにより
参加者の幅を広げる。

４．企業見学研修会の開催
役員・委員企業見学会開催や、他委員会との連携による開催

経営者協会の全事業を網羅した「年度事業活動のご案内」を総務交流委員会にて審査承認し、会員企業へ情報提供する。


